『唐人雜鈔』について by 池田 温
『
唐
人
雜
鈔』
に
つ
い
て
池
田
温
は
じ
め
に
東
洋
文
庫
の
所
藏
す
る
『
唐
人
雜
鈔』
一
卷
は
、
す
で
に
中
國
の
饒
宗
頤
・
榮
新
江
・
陳
國
燦
三
氏
の
言
及
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
全
容
は
學
界
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。
全
文
六
十
餘
行
と
墨
抹
數
行
の
い
た
ん
だ
殘
卷
な
が
ら
、
中
國
文
物
に
造
詣
の
深
い
長
尾
雨
山
の
｢
唐
人
襍
鈔｣
の
箱
書
が
あ
り
、
立
派
な
錦 
の
裝
丁
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
て
、
一
見
し
か
る
べ
き
あ
つ
か
い
を
要
す
文
物
と
し
ら
れ
る
。
本
卷
が
文
庫
の
收
藏
と
な
っ
た
經
緯
に
つ
い
て
は
、『
東
洋
文
庫
年
報
(
二
〇
〇
八
年
度)』
２
頁
に
｢
池
田
温
研
究
員
よ
り
は
、
同
氏
保
有
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
敦
煌
文
獻
の
寄
贈
を
頂
い
た
。
當
文
庫
に
は
世
界
各
地
に
保
存
さ
れ
て
い
る
敦
煌
文
書
の
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
一
よ
り
現
物
を
も
保
有
す
る
事
と
な
っ
た
。｣
と
み
え
る
。
筆
者
は
一
九
九
〇
年
(
平
成
二
年)
十
一
月
十
七
日
(
土)
に
神
田
小
川
町
の
東
京
古
書
會
館
に
お
け
る
東
京
古
典
會
の
〈
古
典
籍
下
見
展
觀
大
入
札
會
(
１)
〉
を
一
見
し
た
際
本
卷
に
出
會
い
、
寫
經
と
は
こ
と
な
る
ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
に
留
意
し
、
身
分
不
相
應
で
は
あ
っ
た
が
入
手
を
は
か
り
、
懇
意
な
山
本
書
店
を
通
じ
て
購
收
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
近
來
年
々
老
化
が
す
す
み
あ
す
を
も
し
れ
ぬ
境
遇
と
な
っ
た
の
で
、
多
年
お
世
話
に
な
っ
た
東
洋
文
庫
に
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
あ
る
。
一
題
署
者
長
尾
雨
山
題
署
者
略
歴
一
、
長
尾
な
が
お
甲こう
、
字
は
子
生
し
せ
い
、
通
稱
槇まき
太
郎
、
雨
山
う
ざ
ん
、
石
隱
せ
き
い
ん
、
无
悶
む
も
ん
道
人
、
睡すい
道
人
な
ど
と
號
し
、
書
齋
を
无
悶
室
、
何か
遠
樓
え
ん
ろ
う
、
思
齊
し
せ
い
堂どう
、
艸
聖
そ
う
せ
い
堂
、
漢
磚
か
ん
せ
ん
齋
、
夷い
白はく
齋
な
ど
と
稱
し
、
居
を
猗
々
い
い
園
、
蘆
中
ろ
ち
ゅ
う
亭
、 かつ
園
な
ど
と
い
っ
た
。
一
、
元
治
元
年
(
一
八
六
四)
九
月
一
八
日
、
讚
岐
高
松
藩
士
・
長
尾
柏かい
四 
勝
貞
か
つ
さ
だ(
號
・
竹
嬾
ち
く
ら
ん)
の
長
子
と
し
て
高
松
で
生
ま
れ
た
。
幼
時
か
ら
父
に
從
っ
て
漢
學
を
修
め
た
。
一
、
明
治
二
一
年
(
一
八
八
八)
東
京
帝
國
大
學
文
科
大
學
古
典
講
習
科
を
卒
業
。
學
習
院
教
師
。
文
部
省
専
門
學
務
局
勤
務
。
一
、
同
二
二
年
(
一
八
八
九)
東
京
美
術
學
校
教
授
兼
務
。
一
、
同
三
〇
年
(
一
八
九
七)
第
五
高
等
學
校
教
授
。
二
一
、
同
三
二
年
(
一
八
九
九)
東
京
高
等
師
範
學
校
教
授
、
東
京
帝
國
大
學
文
科
大
學
講
師
。
一
、
同
三
六
年
(
一
九
〇
三)
上
海
に
移
住
、
商
務
印
書
館
に
入
り
、
編
譯
を
主
宰
。
一
、
大
正
三
年
(
一
九
一
四)
歸
朝
し
京
都
に
寄
寓
。
一
、
同
八
年
(
一
九
一
九)
平
安
書
道
會
副
會
長
に
就
任
。
終
身
そ
の
任
に
あ
っ
た
。
歸
國
し
て
よ
り
没
す
る
ま
で
講
學
、
著
述
、
揮
毫
に
從
い
、
詩
文
で
は
偶
社
を
主
宰
す
る
ほ
か
、
景
社
、
藝
文
社
に
顧
問
と
な
り
、
泰
東
書
道
院
、
日
本
南
畫
院
、
日
本
美
術
協
會
、
大
東
文
化
協
會
な
ど
に
も
、
参
與
し
た
。
一
、
昭
和
一
七
年
(
一
九
四
二)
四
月
一
日
京
都
市
上
京
區
西
洞
院
丸
太
町
上
の
寓
居
で
病
没
。
吉
田 
樂
岡
の 
葬
墓
地
に
葬
る
。
享
年
七
十
九
。
遺
著
に
何
遠
樓
詩
文
集
、
古
今
詩
變
、
儒
學
本
論
、
楚
辭
講
義
、
聖
教
序
講
義
、
古
詩
源
講
義
な
ど
あ
る
が
何
れ
も
未
刊
。(『
中
國
書
畫
話』
卷
末)
長
尾
雨
山
の
傳
記
に
つ
い
て
人
名
辭
典
の
類
を
み
る
と
、
最
大
規
模
の
講
談
社
『
日
本
人
名
大
辭
典』
(
二
〇
〇
一
年
十
二
月)
一
三
四
七
頁
に
｢
明
治
―
昭
和
時
代
前
期
の
漢
學
者
・
書
家｣
と
し
て
８
行
記
述
が
あ
る
が
、
前
掲
略
歴
を
補
う
點
は
｢
編
譯
を
主
宰｣
が
｢
教
科
書
の
編
集｣
に
變
わ
っ
た
の
と
｢
沒
後
に
『
中
國
書
畫
話』
が
刊
行
さ
れ
た｣
と
あ
る
の
に
止
ま
る
。
文
化
人
に
く
わ
し
い
朝
日
新
聞
社
『
現
代
日
本
朝
日
人
物
事
典』
一
九
九
〇
年
に
は
不
載
。
遺
著
は
多
い
が
漢
三
長尾雨山 『中國書畫話』
(筑摩叢書27) より
文
を
主
と
す
る
た
め
未
刊
で
講
演
筆
録
等
の
多
い
『
中
國
書
畫
話』
だ
け
が
殘
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
雨
山
に
師
事
し
た
神
田
喜
一
郎
(
一
八
九
七
―
一
九
八
四)
の
序
文
は
優
れ
て
い
る
の
で
、
原
文
四
頁
を
廿
數
行
に
節
略
し
以
下
に
掲
げ
て
參
考
に
資
そ
う
。
雨
山
先
生
は
、
わ
た
く
し
の
先
師
内
藤
湖
南
先
生
と
共
に
、
中
國
書
畫
の
造
詣
に
お
い
て
殆
ど
他
に
比
類
を
見
な
い
第
一
の
權
威
者
で
あ
っ
た
。
わ
た
く
し
は
雨
山
先
生
に
も
長
ら
く
師
事
し
て
き
た
の
で
、
今
日
に
在
っ
て
兩
先
生
を
知
る
こ
と
必
ず
し
も
人
後
に
落
ち
な
い
つ
も
り
で
あ
る
が
、
兩
先
生
の
中
國
書
畫
に
對
し
て
持
さ
れ
た
態
度
に
は
、
一
つ
の
基
本
的
な
共
通
し
た
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
中
國
人
が
幾
千
年
の
長
い
傳
統
を
通
じ
て
、
正
し
い
も
の
・
雅
な
も
の
と
し
て
き
た
、
つ
ま
り
正
統
的
な
も
の
を
、
先
生
自
ら
も
正
統
的
な
も
の
と
し
て
尊
重
せ
ら
れ
、
そ
の
價
値
を
深
く
體
認
自
得
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
兩
先
生
が
中
國
の
文
化
人
と
お
な
じ
教
養
を
身
に
つ
け
、
お
な
じ
感
覺
を
具
え
、
し
か
も
そ
の
最
高
レ
ベ
ル
ま
で
達
せ
ら
れ
て
い
た
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
…
…
こ
の
書
は
一
般
的
な
講
演
の
筆
記
で
あ
る
だ
け
に
、
實
に
わ
か
り
易
い
。
極
め
て
難
か
し
い
事
柄
を
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
よ
く
も
平
易
明
快
に
説
か
れ
た
も
の
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
先
生
の
よ
う
な
碩
學
に
し
て
、
始
め
て
出
來
た
藝
當
で
あ
る
と
信
ず
る
。
内
容
の
絶
對
に
信
頼
す
べ
き
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
…
…
雨
山
先
生
の
こ
と
…
…
わ
た
く
し
の
承
知
し
て
い
る
二
三
の
事
實
を
し
る
し
て
お
こ
う
。
先
生
の
東
京
帝
國
大
學
に
お
け
る
同
學
に
は
甲
骨
學
を
以
て
知
ら
れ
る
林
泰
輔
(
一
八
五
四
―
一
九
二
二)
、『
史
記
會
注
考
證』
の
大
著
を
遺
し
た
瀧
川
龜
太 (
一
八
八
一
―
一
九
四
五)
の
諸
博
士
が
あ
っ
た
。
先
生
は
特
に
文
學
の
研
究
に
專
念
し
、
當
時
か
ら
天
稟
の
詩
才
を
謳
わ
れ
た
。
…
…
ま
た
岡
倉
天
心
と
肝
膽
相
照
し
、
明
治
廿
二
年
に
は
天
心
と
共
に
東
京
美
術
學
校
の
創
立
に
盡
力
し
、
そ
の
教
授
と
な
り
、
更
に
雜
誌
『
國
華』
の
發
刊
に
も
多
く
畫
策
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
熊
本
の
第
五
高
等
學
校
教
授
と
し
て
同
地
に
赴
任
し
、
夏
目
漱
石
と
同
僚
で
あ
っ
た
。
當
時
先
生
は
漱
石
と
親
交
を
結
ば
四
れ
漱
石
も
先
生
に
漢
詩
の
添
削
を
乞
う
た
と
い
う
。
…
…
卅
六
年
遠
く
上
海
に
移
住
、
同
地
の
商
務
印
書
館
に
入
っ
て
、
編
譯
事
業
を
主
宰
、
革
命
前
の
中
國
初
中
等
教
科
書
の
編
纂
は
、
專
ら
そ
の
手
に
成
っ
た
。
大
正
三
年
の
末
に
帰
國
、
京
都
に
居
を
卜
し
、
爾
來
、
昭
和
十
七
年
四
月
に
病
沒
せ
ら
れ
る
ま
で
優
游
自
適
、
專
ら
詩
書
三
昧
の
生
活
を
お
く
ら
れ
た
。
京
都
時
代
に
主
と
し
て
往
來
せ
ら
れ
た
の
は
、
内
藤
湖
南
(
一
八
六
六
―
一
九
三
四)
・
狩
野
直
喜
(
一
八
六
八
―
一
九
四
七)
・
西
村
天
囚
(
一
八
六
五
―
一
九
二
四)
・
鈴
木
豹
軒
(
一
八
七
八
―
一
九
六
三)
等
の
諸
博
士
で
、
東
京
時
代
以
來
の
舊
友
が
多
か
っ
た
。
…
…
昭
和
卅
九
年
十
二
月
(
２)
本
殘
卷
に
は
民
國
時
代
の
中
國
人
の
題
記
や
捺
印
は
ひ
と
つ
も
存
し
な
い
。
従
っ
て
こ
れ
に
題
署
さ
れ
た
雨
山
が
見
出
し
て
裝
釘
を
加
え
た
と
察
せ
ら
れ
る
。
上
海
在
住
中
の
蓋
然
性
が
大
き
い
。『
唐
人
雜
鈔』
と
は
ま
こ
と
に
適
確
な
標
題
と
い
え
よ
う
。
多
分
書
法
か
ら
唐
代
の
も
の
と
鑑
し
、
内
容
に
即
し
雜
鈔
と
命
名
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
二
舊
藏
機
關
財
團
法
人
藤
井
齊
成
會
有
鄰
館
京
都
市
左
京
區
岡
崎
圓
勝
寺
町
四
四
に
聳
立
す
る
有
鄰
館
は
、
中
國
の
豐
富
多
彩
な
文
化
財
を
收
藏
す
る
著
名
な
博
物
館
で
あ
る
。
創
立
者
藤
井
善
助
(
第
四
代
、
一
八
七
二
―
一
九
四
三)
は
近
江
商
人
の
家
系
、
大
阪
金
巾
製
織
、
江
商
、
山
陽
紡
績
な
ど
の
創
立
に
參
與
し
役
員
に
任
じ
、
明
治
四
一
年
衆
議
院
議
員
(
國
民
黨
、
三
期)
、
中
國
古
美
術
收
集
に
つ
と
め
、
大
正
十
五
年
有
鄰
館
を
創
設
し
た
。
收
藏
品
の
豪
華
圖
録
と
し
て
『
有
鄰
大
觀』
六
册
(
一
九
二
九
、
一
九
四
二)
と
『
篤
敬
三
寶
册』
一
册
(
以
上
大
型
版
一
九
四
二)
、
五
『
有
鄰
館
精
華』
一
册
(
中
型
版
一
九
七
五)
の
三
種
が
あ
る
。
『
有
鄰
大
觀』
は
四
册
(
天
・
地
・
玄
・
黄)
が
昭
和
四
年
九
月
刊
行
、
二
册
(
宇
・
宙)
が
昭
和
十
七
年
六
月
刊
。
殷
周 
銅
器
を
は
じ
め
石
刻
・
玉
器
・
佛
像
・
璽
印
・
書
畫
・
文
房
具
・
陶
瓷
・
漆
器
等
夥
し
い
精
品
が
解
説
つ
き
で
集
録
さ
れ
觀
る
者
を
堪
能
さ
せ
る
。
第
一
册
に
は
園
田
湖
城
(
一
八
八
六
―
一
九
六
八)
の
篆
題
や
土
井
晩
翠
(
一
八
七
一
―
一
九
五
二)
の
｢ 
不
孤｣
の
題
書
が
掲
げ
ら
れ
、 
浦
奎
吾
(
一
八
五
〇
―
一
九
四
二)
の
｢
珠
林
玉
淵｣
の
書
も
み
え
、
藤
井
氏
の
交
際
範
圍
の
ひ
ろ
が
り
を
し
の
ば
せ
る
。
全
六
册
中
に
は
沈
瑞
麟
(
一
八
？
―
一
九
？)
・
王
震
(
一
九
〇
八
―
一
九
九
三)
・
鄭
孝
胥
(
一
八
六
〇
―
一
九
三
八)
の
よ
う
な
中
國
人
の
揮
毫
も
目
に
著
く
。
『
篤
敬
三
寶
册』
は
佛
教
關
係
の
文
化
財
圖
録
で
卷
首
に
大
谷
光
暢
(
一
九
〇
三
―
九
三)
の
題
が
あ
り
、
さ
ら
に
長
尾
甲
署
の
｢
篤
敬
三
寶
聚
觀｣
の
書
を
掲
げ
る
の
で
、
長
尾
雨
山
が
有
鄰
館
と
密
接
な
關
係
を
有
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま
た
寫
經
に
｢
北
魏
佛
名
經
卷
燉
煌
出
土｣
(
一
五)
、｢
唐
草
書
經
吐
魯
番
出
土
行
間
ウ
ィ
グ
ー
ル
文
、
王
晉
卿
(
一
八
五
一
―
一
九
三
六)
庚
戌
(
一
九
一
〇)
十
月
十
日
跋｣
(
一
六)
、｢
唐
長
慶
三
年
(
八
三
三)
天
皇
梵
摩
經
卷
燉
煌
出
土
、
紙
背
西
藏
文
經｣
(
一
七)
等
を
收
載
。
『
有
鄰
館
精
華』
は
比
較
的
新
し
く
佛
像
・ 
銅
器
・
陶
磁
・
書
・
繪
畫
・
副
葬
品
等
計
七
十
一
點
を
收
載
し
、
カ
ラ
ー
圖
版
七
頁
を
含
み
Ｂ
５
版
な
が
ら
優
品
の
す
ば
ら
し
さ
に
讀
者
は
眼
を
見
張
る
で
あ
ろ
う
。
唐
代
西
域
出
土
文
書
は
53
54
55
の
三
點
だ
け
だ
が
、
塔
ら
し
き
も
の
を
描
く
墨
畫
、
開
元
十
年
(
七
二
二)
の
年
紀
あ
る
西
州
收
馬
所
状
、〈
北
庭
都
護
府
印
〉
を
捺
し
た
官
文
書
片
、
い
ず
れ
も
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
本
館
收
藏
の
官
文
書
類
に
つ
い
て
は
、
藤
枝
晃
(
一
九
一
一
―
九
八
(
３))
の
長
行
馬
研
究
(『
東
洋
史
研
究』
十
卷
三
號
、
一
九
四
八)
と
(『
墨
美』 
60
特
集
長
行
馬
文
書
、
一
九
五
六)
六
お
よ
び
日
比
野
丈
夫
(
一
九
一
四
―
二
〇
〇
七
(
４))
の
｢
蒲
昌
府
文
書
研
究｣
(『
東
方
學
報
京
都』
三
三
、
一
九
六
三)
が
代
表
的
成
果
。
右
三
種
の
圖
録
に
は
『
唐
人
雜
鈔』
は
不
登
載
で
あ
り
、
こ
の
殘
卷
が
財
團
法
人
の
登
録
財
産
で
は
な
か
っ
た
、
す
な
わ
ち
價
値
に
と
ぼ
し
い
ハ
ン
パ
も
の
と
さ
れ
て
い
た
事
情
を
も
の
が
た
る
。
こ
れ
が
學
界
の
注
目
を
引
い
た
の
は
來
訪
し
た
中
國
學
者
の
記
録
に
始
ま
る
。
三
言
及
・
著
録
１
饒
宗
頤
『
唐
人
雜
鈔』
に
最
初
に
注
目
し
た
の
は
現
在
香
港
に
居
住
す
る
碩
學
饒
宗
頤
(
字
固
庵
、
號
選
堂
、
一
九
一
七
年
六
月
廣
東
省
潮
安
生
(
５))
、
一
九
五
四
年
七
月
十
八
日
に
藤
枝
晃
京
大
助
教
授
の
案
内
で
有
鄰
館
を
參
觀
し
、
そ
の
日
深
夜
か
ら
翌
朝
に
か
け
て
藤
井
氏
所
藏
敦
煌
殘
卷
簡
目
(
何
彦
昇
舊
藏)
を
作
成
し
同
年
十
月
｢
京
都
藤
井
氏
有
鄰
舘
藏
敦
煌
殘
卷
紀
略｣
寫
定
、『
金
匱
論
古
綜
合
栞』
第
一
期
中
(
６)
に
收
め
公
刊
さ
れ
た
。
こ
の
簡
目
は
書
札
類
五
件
、
牒
状
類
廿
三
件
、
宗
教
類
七
件
、
歌
讚
類
四
件
、
雜
類
二
件
に
分
類
配
列
さ
れ
、｢
書
札
類
(
三)
沙
州
旌
節
官
帖
四
行｣
と
あ
る
の
が
す
な
わ
ち
『
唐
人
雜
鈔』
46
〜
49
行
に
該
當
す
る
。
こ
の
紀
略
に
は
日
本
に
散
在
す
る
敦
煌
資
料
に
つ
い
て
か
な
り
詳
し
い
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
有
鄰
館
で
重
視
さ
れ
た
の
は
李
木
齋
舊
藏
の
『
五
更
轉』
小
唱
本
で
全
容
が
圖
版
で
載
録
さ
れ
る
に
比
し
、『
沙
州
旌
節
官
帖』
に
つ
い
て
は
解
説
な
く
、
前
部
に
鈔
寫
さ
れ
た
賦
や
『
莊
子』
『
孟
子』
等
に
つ
い
て
も
一
言
も
ふ
れ
な
い
。
七
２榮
新
江
饒
宗
頤
の
右
述
言
及
に
留
意
、
歸
義
軍
時
代
敦
煌
史
の
資
料
と
し
て
研
究
を
加
え
た
の
が
榮
新
江
(
一
九
六
〇
―)
で
あ
る
。
か
れ
は
周
知
の
如
く
北
京
大
學
歴
史
系
教
授
で
、
現
代
中
國
の
敦
煌
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
逸
材
。
論
文
｢
初
期
沙
州
歸
義
軍
與
唐
中
央
朝
廷
之
關
係｣
(
黄
約
瑟
・
劉
健
明
合
編
『
隋
唐
史
論
集』
香
港
大
學
、
一
九
九
三
年
、
一
〇
六
―
一
一
七
頁
、
一
九
八
六
年
四
月
初
稿
、
一
九
九
一
年
十
月
修
訂)
に
、
一
九
九
〇
年
末
日
本
に
訪
學
し
た
時
見
た
有
鄰
館
文
書
と
し
て
沙
州
旌
節
官
帖
の
寫
眞
(
48
行
〜
卷
末)
を
掲
げ
、｢
旌
節
：
文 
元
年
(
八
八
八)
十
月
十
五
日
午
時
入
沙
州
、
押
節
大
夫
宋
光
庭
、
副
使
朔
方
押
牙
康
元
誠
、
上
下
廿
人
。
十
月
十
九
日
中
館
設
後
、
廿
日
送
。｣
と
原
文
六
行
を
引
用
す
る
。
こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
寫
眞
は
東
京
古
典
會
の
目
録
(
一
九
九
〇
年)
か
ら
取
っ
た
も
の
で
、
注
53
に
前
掲
饒
宗
頤
論
文
に
言
及
す
る
。
つ
い
で
自
著
『
海
外
敦
煌
吐
魯
番
文
獻
知
見
録』
江
西
人
民
出
版
社
、(
東
方
文
化
叢
書)
一
九
九
六
年
十
月
、
二
三
一
頁
、
の
第
六
章
日
本
收
集
品
、
第
六
節
有
鄰
館
(
一
九
四
―
九
九
頁)
に
、｢
有
鄰
館
藏
敦
煌
文
書
を
最
初
に
全
面
的
に
紹
介
し
た
の
は
饒
宗
頤
先
生
だ
っ
た
。
饒
先
生
は
一
九
五
四
年
有
鄰
館
を
訪
れ
ま
た
｢
京
都
藤
井
氏
有
鄰
館
藏
敦
煌
殘
卷
紀
略｣
一
文
を
撰
し
、
實
見
し
た
殘
卷
の
内
容
を
詳
記
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
文
書
に
何
彦
昇
・
李
盛
鐸
の
捺
印
が
あ
り
、
何
・
李
二
家
藏
卷
の
來
歴
を
考
證
し
、
前
後
流
散
の
情
況
に
及
ん
だ
。｣
と
の
べ
、
更
に
饒
文
に
は
｢
殘
卷
簡
目｣
も
み
え
、
分
類
著
録
の
實
際
を
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
陳
(
國
燦)
目
・
施
(
萍 亭)
目
(
７)
に
第
60
號
と
す
る
寫
卷
は
｢
一
種
の
類
書
で
あ
り
、
そ
の
後
に
雜
寫
六
行
あ
り｣
と
し
、
前
掲
｢
旌
節
：
文 
元
年
…
…
廿
日
送｣
中
に
現
れ
る
宋
光
庭
は
ま
さ
に
Ｐ
.
二
九
一
三
〈
張
淮
深
墓
誌
銘
〉
中
に
み
え
る 
中
使
宋
光
庭 
で
あ
ろ
う
。
こ
の
雜
寫
は
以
八
前
不
明
で
あ
っ
た
唐
朝
が
沙
州
歸
義
軍
節
度
使
張
淮
深
に
旌
節
を
授
與
し
た
年
代
を
確
定
し
、
歸
義
軍
史
上
の
い
く
つ
か
の
問
題
を
解
決
し
た｣
と
論
じ
て
い
る
。
更
に
榮
新
江
『
歸
義
軍
史
研
究
―
唐
宋
時
代
敦
煌
歴
史
考
索』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
年
十
一
月
、
四
二
六
頁)
の
第
一
章
第
一
節
〈
歸
義
軍
大
事
紀
年
〉
に
｢
光
啓
四
年
／
文 
元
年
戊
申
(
八
八
八)
…
…
十
月
、
唐
朝
遣
中
使
宋
光
廷
等
入
沙
州
、
授
張
淮
深
歸
義
軍
節
度
使
旌
節
。(
有
鄰
館
藏
文
書)｣
(
11
頁)
、
第
二
節
〈
敦
煌
地
區
的
改
元
與
紀
年
〉
に
｢
筆
者
最
近
發
現
有
鄰
館
文
書
中
有
關
文 
元
年
十
月
十
五
日
授
予
張
淮
深
歸
義
軍
節
度
使
旌
節
的
唐
朝
押
節
使
臣
到
達
沙
州
的
記
載
、
推
測
文 
年
號
當
是
先
期
到
沙
州
報
告
授
節
消
息
的
沙
州
使
者
傳
來
的
。｣
(
47
頁)
、
第
四
章
第
三
節
〈
張
淮
深
與
唐
朝
之
關
係
〉
に
も
｢
一
九
九
〇
年
末
、
筆
者
在
日
本
訪
學
時
、
在
京
都
有
鄰
館
所
藏
敦
煌
文
書
中
見
到
一
件
文
書
的
末
尾
有
如
下
文
字
：
｢
旌
節
：
文 
元
年
…
…
十
月
十
九
日
中
館
設
後
、
廿
日
送
。｣｣
と
右
掲
と
同
個
所
を
引
用
し
、｢
這
段
文
字
寫
在
一
種
類
書
的
後
面
、
大
概
出
自
歸
義
軍
節
度
孔
目
官
之
類
的
人
物
之
手
、
録
以
備
忘
。
它 
楚
地
告
訴
我
們
、
唐
朝
授
與
張
淮
深
節
度
使
旌
節
、
是
遲
至
文 
元
年
十
月
的
事
。
按
文 
元
年
三
月
、
僖
宗
去
世
、
昭
宗
即
位
。
派
中
使
宋
光
庭
親
赴
沙
州
、
宣
賜
旌
節
、
大
概
是
昭
宗
登
基
後
的
新
政
之
一
。
唯
史
籍
失
載
、
而
《
張
淮
深
墓
誌
銘
》
所
記
年
代
又
有
訛
誤
、
頼
此
文
書
得
以
明
了
這
一
歸
義
軍
史
上
的
重
要
事
件
。
但
宋
光
庭
的
到
來
也
未
能
挽
救
張
淮
深
的
命
運
、
不
到
兩
年
、
淮
深
一
門
即
死
于
兵
變
。｣
(
191
頁)
と
論
ず
る
。
そ
し
て
注
(
54)
に
は
東
京
古
典
會
の
一
九
九
〇
年
大
入
札
會
目
録
か
ら
｢
旌
節
文 
元
年
云
々｣
の
圖
版
を
轉
載
す
る
(
196
頁)
。
か
よ
う
に
『
唐
人
雜
鈔』
の
零
細
な 
旌
節 
數
行
は
、
榮
新
江
の
研
究
を
通
じ
唐
末
期
の
西
邊
歸
義
軍
節
度
使
の
歴
史
を
解
明
す
る
貴
重
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
る
。
九
３陳
國
燦
陳
國
燦
(
一
九
三
三
―
湖
北
鄂
城
生)
は
武
漢
大
學
歴
史
系
で
唐
長
孺
教
授
(
一
九
一
一
―
九
四)
の
指
導
を
受
け
、
魏
晉
南
北
朝
・
隋
唐
史
を
專
攻
、
多
年
『
吐
魯
番
出
土
文
書』
全
十
卷
の
編
纂
に
盡
力
、
現
在
武
漢
大
學
教
授
、『
吐
魯
番
文
書
総
目』
大
著
兩
册
を
編
刊
。
そ
の
(
日
本
收
藏
卷)
(
二
〇
〇
五
年
六
月)
附
録
に
｢
京
都
藤
井
有
鄰
館
藏
文
書｣
が
含
ま
れ
六
十
點
を
著
録
す
る
(
595
〜
602
頁)
。
最
後
の
60
が
『
唐
人
雜
鈔』
に
該
當
し
そ
の
文
は
左
の
と
お
り
(
ヨ
コ
グ
ミ
簡
體
字
使
用)
。
060
殘
類
書
及
雜
寫
殘
類
書
存
40
多
行
、
其
子
目
有 
樓 、 
兄
弟 、 
張
衡 、 
莊
子 、 
孟
子 
等
、
後
有
雜
寫
６
行
： 
旌
節
文 
元
年
(
888)
十
月
十
五
日
入
沙
州
、
押
節
大
夫
宋
光
庭
、
副
使
朔
方
押
牙
康
元
誠
上
下
廿
人
、
十
月
十
九
日
中
館
設
後
、
廿
日
送
。 
圖
古
典
籍
下
見
展
目
40
頁
。
歸
義
軍
史
研
究
196
頁
。
文
陳
國
燦
1993
、
45
頁
。
施
萍 亭
1994
、
100
頁
。
知
見
録
198
頁
。
歸
義
軍
史
研
究
、
191
頁
。
參
饒
宗
頤
1954
。
歸
義
軍
史
研
究
191
、
196
頁
(
以
上)
右
に
み
え
る
饒
宗
頤
は
本
稿
三 
、
歸
義
軍
史
研
究
は
本
稿
三 
參
照
。
陳
國
燦
・
施
萍 亭
は
本
稿
注 
に
言
及
。
陳
國
燦
は
榮
新
江
の
研
究
に
よ
り
本
文
書
が
敦
煌
の
も
の
と
認
識
し
て
い
る
が
、
有
鄰
館
に
は
吐
魯
番
文
書
が
多
い
の
で
、
便
宜
的
に
附
録
と
し
て
の
せ
た
と
こ
と
わ
っ
て
い
る
。
以
上
が
筆
者
の
現
在
知
る
『
唐
人
雜
鈔』
に
か
か
わ
る
記
述
で
あ
る
。
不
備
が
多
い
と
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
お
氣
付
き
の
點
を
示
教
た
ま
わ
れ
ば
有
難
い
。
一
〇
四原
文
移
録
(
８)
(
首
闕)
１
□
□ ２樓梅
梁
桂
棟
架 
浮
上 
桷
彫
３
楹
光
霞
爛
目
(
縫)
４
兄○
弟
天
倫
義
重
嗟
断
臂  
５  
弔 
悵
同
氣
情
６
深
歎
脣
亡
而  
慮
７
耻○ 
苞
之
聚
居
慕
姜
宏
之
共
被
８
遂
使
桓
山
四
鳥
長
□
離
別
之
聲
田
９
氏
三
荊
永
茂
連
梢
之
影
10
瀛？ ？
記
巨
浪
驚
天 
濤
浴
日
11
門
庭  (閑)
寂
出？
俟？ 
雀
之
喧
院
宇
凋
殘
12
唯
見
丘
塘
之
雨
一
一
１２３４５６７８９101112
１
行
上
３
字
存
左
半
殘
畫
４
行
下
數
字
墨
抹
５
行
上
數
字
墨
抹
８
・
９
行
故
事
參
照
｢
孔
子
家
語｣10
行
上
２
字
行
草
體
13
孟○
堅
班
固
字
孟
堅
東
京
賦
曰
14
于
時
之
乱
生 
幾
亡
鬼   
絶
壑
15
無
完
柩
郛
罔
遺
室
原
野
厭
人
之
16
肉
川
谷
流
人
之
血
秦
項
之 
17
猶
不
克
半
18
張○
衡
字
平
子
西
京
賦
曰
19
左
有 豪
凾
重
險
桃
林
之
塞
綴
20
以
二
華
巨
靈
贔
屓
(
縫)
21 
漫
逶 
結
林
分  
以
相
接
22
唐
興
寒
松
賦
23
鷙
鳥
聞
之 
翼
而
莫
能
鷹
24
□
猛
獸
聽
之 主
啄
而
不
生
25
睚
眦
此？
則？
松
之
戚
也
曁
乎
炎
26
帝
整
畫
祝
融
執
策
27
蕭
瑟
風
聊
  
力  
止糺
瀏
音柳
28 
正
風
出 
留
？
勝
金
石
之
歓
偕
一
二
13141516171819202122232425262728
13
〜
17
行
班
固
〈
東(
都)
京
賦
〉
抄
録
。
李
善
注｢
文
選｣
卷
一
收
。
 
・  
２
字
唐
諱
18
行
〜
21
行
張
衡
〈
西
京
賦
〉
抄
録
。
李
善
注
｢
文
選｣
卷
二
收
22
〜
35
行
〈
唐
興
寒
松
賦〉
、｢
文
苑
英
華｣
賦
百
五
十
卷
未
收
29
已
絲
竹
之
哀
柔？
可
使
仲
尼
聽
30
之
而
忘
味
王
豹
聞
之
而
輟
謳
31
此
則？
松
之
出
也
及 
窮
陰
之
32
節
大
寒
之
歳
音雪
二
儀
黯
然
三
光
33
潛
翳
於侍
千
巖
雪
凝
万
壑
氷
34
閉 
迺
寒
林
悉
凋
枯
莖
委
35
地
我
則？
負？
心
不
改
翠
色
(
縫
？)
36
陸○
景
典
語
云
文
帝
信
讒
使
賈
誼
欝
37
抑
不
用
猶  
驥
之
足
拘
鸞
鳳
之
翅
使
38
千
里
迹
不 
於
長
途
冲
天
之
羽
不
奮
39
高
雲
漢
40
東
京
離？
宮
賦
41
據
坤
靈
之
政
位
放
火
柴
之
園
方
42
□
□
明
月
□
□
其
間
金 
銜
43
璧
是
為
列
錢
44
莊
子
宋
人
曹
商
与
宋
王
為
使
於
秦
車
安
45
乘
秦
王
悦
益
車
百
乘
返
宋
見
莊
子
46 庄
子
曰
有
人
与
王
破 維(廱)
得
車
一
乘
有
47
人
与
王
舐
痔
約
車
五
乘 
舐
痔
也
一
三
29303132333435363738394041424344454647
32
行
２
大
字
、
原
右
旁
附
記
36
〜
39
陸
景
｢
典
語｣
〈
隋
志
〉
十
巻
。
嚴
可
均｢
四
録
堂
稿
輯
本｣
未
收
40
〜
43
〈
東
京
離
宮
賦
〉｢
文
苑
英
華｣
賦
百
五
十
卷
未
收
41
42
行
背
透
見
漢
文
三
行
44
〜
47
｢
莊
子｣
列
御
寇
篇
第
卅
二
中
第
七
項
大
約
對
應
、
但
文
辭
異
同
不
少
48
孟○
子
曰
人
唯
知
以
糞
々
□
田
不
如
以
糞
49
々
吾
身
人
唯
知
以
食
愈
飢
不
知
以
學
50
愈
其
愚
与
有
聖
人
言
如
□
□
而 
51
与
無 
人
言
如
取
承
舊
以
跛
(
縫)
52
旌
節
文 
元
年
十
月
十
53
五
日
午
時
入
沙
州
押
節
大
夫
54
宋
光
庭
凾
使
朔
方
押
牙
55
康
元
誠
上
下
廿
人
56
押
大
夫
十
月
十
九
日
中
館
57
設
後
廿
日
送
魂
(
縫)
58
帳
□
□
□
四
十
年
夢
中
時
59 
挂
生
60 
□
□
61
□
□
籠
罩
田
一
□
□
62 
 
(
尾
闕)
一
四
484950515253545556575859606162
48
〜
51
｢
孟
子｣
檢
索
森
本
角
藏
｢
四
書
索
引｣
1921
年
、
孟
子
本
文
中
不
存
同
文
、
恐
係
抄
録
者
拠
記
憶
億
造
56
行
以
下
墨
線
抹
消
注
(
１)
東
京
古
典
會
の
大
入
札
會
で
は
Ｂ
５
版
の
立
派
な
カ
タ
ロ
グ
が
作
成
さ
れ
(
目
録
八
四
頁
、
圖
版
五
八
七
頁
、
カ
ラ
ー
五
五
、
單
色
五
三
二
頁
、
全
體
で
二
二
八
一
點
を
ふ
く
む
。
本
卷
は
1927
番
、)
以
下
コ
ピ
ー
を
掲
出
し
て
參
考
に
供
す
る
。
東
京
古
典
會
は
昭
和
前
半
か
ら
弘
文
莊
(
反
町
茂
雄
一
九
〇
一
―
九
一)
中
心
に
、
和
書
を
主
に
古
典
籍
の
展
示
販
賣
を
つ
づ
け
、
例
年
十
一
月
に
古
書
會
館
で
盛
大
な
入
札
會
を
行
っ
て
き
た
。
參
加
古
書
店
は
三
十
軒
前
後
、
最
新
目
録
(
二
〇
〇
九
年)
に
は
廿
八
店
が
出
品
、
計
二
一
八
五
點
、
う
ち
中
國
・
朝
鮮
本
類
八
四
件
、
中
國
書
畫
・
碑
法
帖
・
印
譜
類
七
三
件
を
算
す
る
。
(
２)
長
尾
雨
山
『
中
國
書
畫
話』
筑
摩
書
房
(
筑
摩
叢
書
27)
(
一
九
六
五
年
三
月
、
卷
頭
著
者
七
十
歳
肖
像
、
圖
版
二
四
頁
49
點
、
本
文
三
七
九
頁)
一
五
神
田
喜
一
郎
の
序
、
支
那
南
畫
に
つ
い
て
、
書
法
講
話
、
碑
帖
概
論
、
文
房
瑣
談
の
四
部
で
構
成
、
吉
川
幸
次
郎
の
解
説
、
長
尾
正
和
の
あ
と
が
き
を
附
す
。
著
者
略
歴
は
本
書
の
編
者
令
息
正
和
編
、
卷
末
三
七
九
頁
。
神
田
序
文
１
〜
４
頁
よ
り
抄
録
。
な
お
吉
川
解
説
中
に
は
｢
乙
亥
(
昭
和
十
年)
八
月
、
雨
山
先
生
に
圓
山
の
左
阿
彌
樓
に
侍
飲
し
、
是
歳
臘
月
追
賦
し
て
事
を
紀
し
、
即
ち
正
斧
を
乞
う｣
と
題
す
る
自
作
の
五
言
六
四
句
の
長
詩
と
そ
れ
に
唱
和
さ
れ
た
雨
山
の
｢
續
演
雅
和
吉
川
善
之
見
贈
詩
韻｣
を
并
載
し
、
兩
名
の
詩
藻
を
傳
え
る
(
三
六
七
―
七
三
頁)
。
(
３)
藤
枝
晃
の
人
と
業
績
に
つ
い
て
は
『
藤
枝
晃』
(
自
然
文
化
研
究
會
發
行
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
、
三
五
九
頁)
追
悼
文
集
で
寄
稿
は
梅
棹
忠
夫
ほ
か
計
七
七
名
の
ほ
か
、
石
塚
晴
通
・
石
塚
恒
子
・
礪
波
護
・
竺
沙
雅
章
・
上
山
大
峻
五
名
に
よ
る
｢
藤
枝
晃
を
語
る｣
座
談
會
、
藤
枝
晃
著
作
目
録
一
九
三
五
―
九
九
年
、
三
七
頁
等
を
含
む
。
(
４)
日
比
野
丈
夫
の
人
と
業
績
に
つ
い
て
は
、『
東
方
學』
百
三
輯
、
二
〇
〇
二
年
一
月
｢
座
談
會
學
問
の
思
い
出
―
日
比
野
丈
夫
博
士
を
圍
ん
で
―
梅
原
郁
司
會
、
日
比
野
丈
夫
・
神
田
信
夫
・
竺
沙
雅
章｣
一
八
三
〜
二
〇
三
頁
、
略
年
譜
二
〇
四
―
五
頁
、
主
要
著
作
目
録
二
〇
五
―
九
頁
。『
東
方
學』
百
十
五
輯
、
二
〇
〇
八
年
一
月
に
梅
原
郁
｢
日
比
野
丈
夫
博
士
の
想
い
出｣
、
古
賀
登
｢
日
比
野
丈
夫
先
生
を
偲
ん
で｣
兩
追
悼
文
が
あ
る
(
二
四
八
―
五
二
頁)
。
(
５)
饒
宗
頤
は
學
問
・
藝
術
と
も
に
超
一
流
の
人
物
で
、
日
本
・
歐
洲
に
も
滯
在
し
た
こ
と
が
あ
り
知
友
も
少
く
な
い
。
昭
和
五
五
年
八
月
に
は
、
新
宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
51
階
の
朝
日
生
命
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
〈
選
堂
近
作
書
畫
展
〉
が
開
催
さ
れ
た
。
香
港
中
文
大
學
中
國
文
化
研
究
所
出
版
の
『
慶
祝
饒
宗
頤
教
授
七
十
五
歳
論
文
集』
(
一
九
九
三
年
、
寄
稿
者
三
六
名
、
日
本
人
六
名
を
含
む
、
四
六
三
頁)
、
曾
憲
通
主
編
『
饒
宗
頤
學
術
研
討
會
論
文
集』
(
香
港
翰
墨
軒
出
版
有
限
公
司
出
版
、
一
九
九
七
年
、
寄
稿
六
十
數
名
、
五
八
〇
頁)
參
照
。
著
作
も
甚
だ
多
く
、
著
・
編
書
數
十
册
、
『
饒
宗
頤
二
十
世
紀
學
術
文
集』
(
臺
北
新
文
豐
出
版
公
司
、
全
十
四
卷
二
十
册
、
民
國
九
二
年
(
二
〇
〇
三
年)
十
月
、
新
臺
幣
三
萬
二
千
元)
に
ほ
ぼ
網
羅
。
一
六
(
６)
『
金
匱
論
古
綜
合
栞
(
刊)』
第
一
期
は
Ｂ
４
の
大
版
、
圖
版
を
多
く
挿
入
し
、
徐
亮
之
編
輯
、
陳
仁
濤
出
版
、
香
港
亞
洲
石
印
局
印
行
、
香
港
統
營
公
司
總
發
行
、
一
九
五
五？
年
、
一
三
二
頁
、
定
價
港
幣
五
十
元
。
饒
宗
頤
論
文
(
選
堂
集
林)
七
篇
(
五
〇
―
一
〇
〇
頁)
收
載
し
、
そ
の
六
番
目
が
｢
京
都
藤
井
氏
有
鄰
舘
藏
敦
煌
殘
卷
紀
略｣
(
九
六
―
一
〇
〇
頁)
。
右
｢
紀
略｣
は
饒
宗
頤
『
選
堂
集
林
史
林』
中
華
書
局
香
港
分
局
、
一
九
八
二
年
一
月
、
下
卷
、
九
九
八
―
一
〇
一
〇
頁
、『
饒
宗
頤
二
十
世
紀
學
術
文
集』
11
册
(
卷
八
敦
煌
學
上)
二
〇
〇
三
年
、
一
九
七
―
二
〇
九
頁
に
も
收
録
。
た
だ
初
出
の
ヨ
コ
グ
ミ
を
後
二
者
は
タ
テ
グ
ミ
に
變
え
、
初
出
の
固
有
名
詞
傍
線
な
ど
を
は
ぶ
き
、
他
方
そ
の
後
の
文
獻
等
の
追
補
は
な
く
原
文
の
ま
ま
な
の
で
、
初
出
に
よ
る
の
が
よ
い
。
(
７)
榮
新
江
は
『
海
外
敦
煌
吐
魯
番
文
獻
知
見
録』
(
江
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
六
月
、(
東
方
文
化
叢
書)
二
三
一
頁)
中
に
第
六
章
日
本
收
集
品
の
第
六
節
有
鄰
館
一
九
四
―
一
九
九
頁
が
含
ま
れ
、
そ
こ
に
｢
一
九
九
〇
年
九
月
十
六
日
、
京
都
大
學
礪
波
護
先
生
に
連
絡
を
と
り
、
藤
枝
晃
・
池
田
温
兩
專
家
に
同
伴
さ
れ
、
武
漢
大
學
の
陳
國
燦
先
生
と
私
は
若
干
時
間
有
鄰
館
を
訪
れ
、
長
行
馬
文
書
の
一
部
分
と
其
他
い
く
つ
か
の
資
料
を
實
見
し
た｣
と
記
し
、
な
お
敦
煌
研
究
院
遺
書
研
究
所
施
萍 亭
所
長
が
一
九
九
一
年
三
月
十
七
日
に
有
鄰
館
で
調
査
し
｢
日
本
公
私
收
藏
敦
煌
遺
書
敍
録
二 ｣
(『
敦
煌
研
究』
一
九
九
四
年
三
期
、
九
〇
―
一
〇
〇
頁
に
報
告
し
、
陳
國
燦
も
｢
東
訪
吐
魯
番
文
書
紀
要
一 ｣
(『
魏
晉
南
北
朝
隋
唐
史
資
料』
第
十
二
期
、
一
九
九
三
年
、
四
〇
―
四
五
頁)
に
考
察
結
果
を
報
告
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
相
補
う
と
説
く
(
一
九
五
頁)
。
(
８)
原
文
に
つ
い
て
の
解
説
は
次
號
に
掲
載
豫
定
で
あ
る
。
(
東
洋
文
庫
研
究
員
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
創
価
大
学
名
誉
教
授)
一
七
一
八
